
通
学
路
の
交
通
安
全
対
策

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策

��

に
つ
い
て
問
う

に
つ
い
て
問
う

�
岡
野
　
数
正 

議
員

答　

�

通
学
路
点
検
の
状
況
把
握

と
改
善
に
取
り
組
む

答　

�

本
市
に
お
け
る
最
優
先
で
実
施
す
べ
き
事
業
と

し
て
重
点
的
に
進
捗
管
理
を
行
う

西
日
本
豪
雨
災
害
の
木
下
川
の

西
日
本
豪
雨
災
害
の
木
下
川
の

��

災
害
復
旧
に
つ
い
て
問
う

災
害
復
旧
に
つ
い
て
問
う

�

酒
永
　
光
志 

議
員

答　

�

本
市
の
設
置
率
は
、
87
・
６
％
、
取
り
換
え
は

徐
々
に
進
ん
で
き
て
い
る

高
齢
者
世
帯
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

高
齢
者
世
帯
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

��

設
置
の
現
状
に
つ
い
て
問
う

設
置
の
現
状
に
つ
い
て
問
う

�

重
長
　
英
司 
議
員
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所
は
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い

る
の
か
。

教
育
次
長
通
学
路
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
会
議
の

中
で
、
関
係
者
に
よ
る
合
同

点
検
を
実
施
し
て
、
見
直
し

や
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。

岡
野
道
路
事
情
は
刻
々
と

変
化
し
て
い
る
た
め
、
危
険

な
状
態
の
ま
ま
数
カ
月
に
わ

た
り
放
置
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
緊
急
性
な
ど
も

加
味
し
、
柔
軟
に
対
応
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

土
木
建
築
部
長
子
ど
も
た

ち
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、

迅
速
に
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地

域
の
方
々
か
ら
の
声
を
大
切

に
し
、
迅
速
で
柔
軟
に
対
応

岡
野
最
近
、
登
下
校
時
に

子
ど
も
た
ち
が
巻
き
込
ま
れ

る
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

本
市
の
交
通
安
全
指
導
の
現

状
は
。

教
育
長
交
通
安
全
運
動
期

間
等
を
利
用
し
て
交
通
安
全

指
導
や
教
職
員
や
保
護
者
、

警
察
、
交
通
安
全
協
会
と
協

力
し
、
登
下
校
時
の
見
守
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

岡
野
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
お
け
る
通
学
路
点
検
箇

酒
永
西
日
本
豪
雨
災
害
は

発
災
後
３
年
が
経
過
し
、
三

高
の
木
下
川
沿
川
の
災
害
箇

所
の
復
旧
は
未
だ
道
半
ば
の

感
が
あ
る
。
木
下
川
沿
川
の

被
災
箇
所
38
カ
所
の
復
旧
状

況
を
聞
く
。

市
長
県
災
害
20
カ
所
の
う

ち
、
完
成
が
９
カ
所
、
施
工

中
ま
た
は
施
工
予
定
箇
所
が

11
カ
所
、
市
災
害
は
、
完
成

が
９
カ
所
、
施
工
中
ま
た
は

施
工
予
定
箇
所
が
９
カ
所
で

す
。酒

永
施
工
予
定
箇
所
と
は
。

土
木
建
築
部
長
工
事
は
発

注
さ
れ
て
、
契
約
は
済
ん
で

い
る
状
態
で
す
。

酒
永
契
約
が
済
ん
で
い
て

も
工
事
が
い
っ
こ
う
に
進
ま

な
い
、
工
程
管
理
に
関
す
る

指
導
も
行
政
の
仕
事
と
思
う

が
。土

木
建
築
部
長
工
程
管
理

に
関
す
る
指
導
も
行
政
の
仕

事
と
考
え
ま
す
。

酒
永
令
和
３
年
度
中
に
復

旧
が
完
了
す
る
の
か
。

市
長
令
和
３
年
度
の
完
成

に
向
け
、
木
下
川
沿
川
の
復

旧
工
事
を
、
本
市
に
お
け
る

最
優
先
で
実
施
す
べ
き
事
業

と
し
て
、
重
点
的
に
進
捗
管

理
を
行
い
ま
す
。
県
事
業
に

つ
い
て
も
早
期
完
成
に
向
け

て
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

土
木
建
築
部
長
県
の
工
事

箇
所
に
つ
い
て
は
、
多
く
が

市
の
工
事
箇
所
の
上
流
に
位

置
し
、
資
材
搬
入
等
に
必
要

な
工
事
用
道
路
の
確
保
な
ど

の
諸
条
件
に
よ
り
、
令
和
３

年
度
中
の
完
成
は
厳
し
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。

酒
永
早
期
に
復
旧
完
了
さ

せ
る
た
め
の
手
立
て
を
講
じ

た
か
。

市
長
業
者
が
受
注
し
や
す

い
環
境
整
備
の
た
め
、
工
事

箇
所
の
統
合
、
技
術
者
の
配

置
要
件
緩
和
を
は
か
る
と
と

も
に
、
入
手
し
や
す
い
資
材

へ
の
仕
様
変
更
や
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
大
型
な
も

の
に
変
更
す
る
な
ど
工
期
の

短
縮
に
努
め
て
い
ま
す
。

酒
永
未
施
工
箇
所
の
今
後

の
工
程
を
住
民
に
提
示
を
。

市
長
出
水
期
後
に
行
う
本

復
旧
工
事
前
に
、
地
元
説
明

会
の
開
催
や
、
工
事
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
を
交
流
プ
ラ
ザ
の

掲
示
板
に
掲
示
す
る
な
ど
、

未
施
工
箇
所
の
工
程
等
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
丁
寧
に
説
明

し
ま
す
。

酒
永
復
旧
ま
で
の
三
高
ダ

ム
の
治
水
策
は
。

市
長
三
高
ダ
ム
で
は
昨
年

度
か
ら
、
梅
雨
、
台
風
等
で

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、

事
前
に
貯
水
位
を
満
水
位
か

ら
２
メ
ー
ト
ル
程
下
げ
る
た

め
の
事
前
放
流
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
異
常
降
雨
が

も
た
ら
す
被
害
に
備
え
る
た

め
、
渇
水
も
考
慮
し
つ
つ
、

農
業
用
水
お
よ
び
水
道
用
水

の
取
水
に
影
響
の
及
ば
な
い

範
囲
で
事
前
放
流
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一般質問一般質問

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

岡
野
下
校
時
に
は
終
了
時

間
が
違
う
た
め
、
交
通
事
故

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
が
。

教
育
長
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
や
反
射
材
の
活
用
方
法
な

ど
、
具
体
的
に
交
通
事
故
を

起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
安

全
教
育
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

�

取
り
組
み
に
つ
い
て

岡
野
現
在
の
端
末
整
備
状

況
は
。

教
育
次
長
１
人
１
台
と
い

う
こ
と
で
、
教
職
員
も
合
わ

せ
て
小
学
校
に
は
７
８
７
台
、

中
学
校
に
は
４
４
３
台
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

岡
野
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
今
後

の
方
向
性
と
取
り
組
み
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

教
育
長
学
校
や
家
庭
で
日

常
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
触
れ

る
こ
と
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
Ｐ

Ｃ
が
鉛
筆
や
ノ
ー
ト
に
代
わ

る
必
需
品
と
な
る
よ
う
な
能

力
を
身
に
付
け
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
ド
リ
ル
教

材
を
導
入
し
、
授
業
の
復
習

や
振
り
返
り
に
積
極
的
に
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
野
将
来
、
地
域
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め

に
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
充
実
に
教
育
委
員

会
・
学
校
現
場
が
一
丸
と
な

り
、
地
元
Ｉ
Ｔ
企
業
の
協
力

を
仰
ぎ
な
が
ら
、
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

重
長
設
置
義
務
化
か
ら
10

年
が
経
過
し
、
取
り
換
え
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
が
、
進

ん
で
い
る
か
。

市
長
消
防
本
部
で
は
、
高

齢
者
世
帯
を
対
象
と
し
た
住

宅
防
火
訪
問
や
出
前
講
座
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
触
れ

合
う
機
会
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
取
り
換
え
に
つ
い

て
、
説
明
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
広
報
媒
体
を
活

用
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
粘

り
強
く
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
す
。

重
長
こ
の
10
年
で
の
火
災

に
よ
る
死
亡
事
案
と
火
災
報

知
器
の
有
用
性
に
つ
い
て
問

う
。　

市
長
本
市
で
の
過
去
10
年

間
に
お
け
る
、
死
者
が
発
生

し
た
住
宅
火
災
は
、
６
件
で

10
名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
出
火
当
時
の
火

災
警
報
器
の
有
用
性
の
有
無

に
つ
い
て
は
、
判
断
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
火
災
警

報
器
が
作
動
し
た
こ
と
に
よ

り
、
火
災
に
至
ら
な
か
っ
た

例
を
８
件
確
認
し
て
お
り
ま

す
。
火
災
警
報
器
の
有
用
性

を
確
保
す
る
た
め
に
、
広
報

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

重
長
住
宅
用
火
災
警
報
器

適
正
設
置
・
維
持
管
理
促
進

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
消
防
本
部
で
は
、
新

た
な
広
報
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策

を
活
用
し
、
今
年
６
月
に
、

レ
ジ
前
誘
導
シ
ー
ル
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

シ
ー
ル
に
は
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
「
10
年
経
っ
た

ら
取
り
換
え
る
」
と
い
う
文

字
や
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
い

ま
す
。

　

設
置
後
約
30
件
、
電
話
で

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り

換
え
相
談
が
あ
り
、
徐
々
に

市
民
の
皆
さ
ま
に
伝
わ
っ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
効
果
的
な
広
報

活
動
に
努
め
、
「
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
」
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
柿
高
校
の
安
定
化
に　

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

重
長
大
柿
高
校
の
安
定
化

に
つ
い
て
、
江
田
島
市
は
、

ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
を
持
っ

て
い
る
の
か
。

教
育
長
主
な
支
援
策
と
し

て
、
大
柿
高
校
魅
力
化
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

大
柿
高
校
の
魅
力
を
発
信
し

た
り
、
生
徒
の
交
通
費
の
助

成
を
し
た
り
、
公
営
塾
や
台

湾
へ
の
修
学
旅
行
の
補
助
な

ど
、
側
面
的
な
支
援
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
お
よ
び
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
引
き
続

き
、
支
援
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一般質問一般質問

▲�教職員研修中


